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論文内容要旨  

睡眠 時ブ ラ キシ ズム は生 体 の不 随意 運動 で あり 自覚 し難 い

こと から 、 その 詳細 は不 明 なこ とが 多い 。 これ まで に睡 眠 時

ブラ キシ ズ ムと 一次 性頭 痛 との かか わり が 指摘 され てい る

が、 報告 の 多く は一 次性 頭 痛の 一つ であ る 緊張 型頭 痛と の 関

連性 を示 唆 する もの であ り 、片 頭痛 との 関 わり につ いて の 報

告は わず か であ る。 そこ で 本研 究は 、片 頭 痛と 睡眠 時ブ ラ キ

シズ ムの 関 わり を知 る目 的 で、 片頭 痛患 者 を対 象に 睡眠 中 の

咬合 接触 状 態を 調べ るこ と によ りブ ラキ シ ズム の発 現様 相 を

検討 した 。  
研究 対象 は 、 富 士通 クリ ニ ック 内科 頭痛 外 来に て国 際頭 痛

分類 によ り 片頭 痛と 診 断 を され た 女 性 8 0 人 （ 平 均年 齢
4 2 . 9 8 ± 9 . 6 歳 ）を 片頭 痛群 と し、 神奈 川歯 科 大学 の職 員や 学
生よ り、 風 邪や 二日 酔い な どを 含め 頭痛 の 無い 健康 な女 性

5 2 人 （平 均年 齢 3 9 . 2 5 ± 9 . 2 歳 ）を コン トロ ー ル群 とし た。 ブ
ラッ クス チ ェッ カー を用 い て、 両群 の睡 眠 時ブ ラキ シズ ム

の咬 合接 触 状態 を記 録し 、 ブラ ック スチ ェ ッカ ー の 印記 を

解析 する こ とに より 咬合 接 触様 式と 咬合 接 触面 積を 調査 し

た。  
その 結果 、 年齢 、 B M I お よ び 体 温に つい て 2 群 間で は有 意

差は 認め ら れな かっ た。 睡 眠時 ブラ キシ ズ ムの 咬合 接触 様 式

の分 類に つ いて は、 作業 側 にお いて 、片 頭 痛群 とコ ント ロ ー

ル群 の間 で 、症 例の 分布 に 有意 差が 認め ら れ（ P < 0 . 0 0 1）、 片
頭痛 の有 無 と作 業側 の睡 眠 時ブ ラキ シズ ム の咬 合接 触様 式 と

の関 連が 示 唆さ れた 。一 方 、非 作業 側で は 有意 な関 係は 認 め

られ なか っ た（ P = 0 . 4 6 5）。 さら に 、片 頭痛 群 とコ ント ロー ル
群は 、共 に 前歯 部か ら大 臼 歯部 にか けて 咬 合接 触面 積の 割 合

が有 意に 大 きく なる こと が わか った 。ま た 、前 歯部 、小 臼 歯

部お よび 大 臼歯 部を 比較 し たと ころ 、全 て の部 位に おい て 片

頭痛 群の 咬 合接 触面 積の 割 合は コン トロ ー ル群 に比 べ、 有 意

に大 きい 結 果と なっ た。  
片 頭 痛 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 間 で は 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム 時

に い く つ か の 特 徴 的 な 所 見 が 認 め ら れ た 。 片 頭 痛 群 に お い て

睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム は 全 て の 歯 で 行 わ れ て お り 、 咬 合 接 触 面

積 の 割 合 も 大 き い こ と か ら 、 睡 眠 時 の グ ラ イ ン デ ィ ン グ が 示

唆 さ れ た 。 さ ら に 、 大 臼 歯 部 で の 接 触 が 大 き い こ と か ら 、 大

臼 歯 部 が 片 頭 痛 群 の 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム へ 大 き く 関 与 し て い

る こ と が 示 唆 さ れ た 。 片 頭 痛 の 発 生 機 序 は 未 だ 明 ら か と な っ

て い な い が 、 そ の 誘 発 因 子 の 一 つ と し て 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム



が 関 わ っ て い る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 本 研 究 の 結 果 よ り 、 咬 合

面 形 態 な ど の 分 析 を 行 う 等 、 片 頭 痛 患 者 に お け る 歯 科 領 域 の

評 価 の 必 要 性 を 検 討 す る べ き で あ る と 考 え る 。 現 在 、 片 頭 痛

の 治 療 法 は 主 に 薬 物 治 療 が 主 体 で あ る が 、 片 頭 痛 患 者 の 歯 列

の 特 徴 を 分 析 す る こ と に よ り 、 片 頭 痛 治 療 の み な ら ず 片 頭 痛

予防 の一 助 とな る可 能性 が 示唆 され た。  
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緒 言  

頭痛 は 、成人 の 約 4 %を頻 繁 に悩 まし てい る とい われ 1 )、よ

くみ られ る あり ふれ た疾 患 であ る 2 )。頭 痛 は大 きく 一次 性 ・

二次 性頭 痛 に分 類さ れ 、大 部分 が 一次 性頭 痛 であ る 3 , 4 )。一 次

性 頭 痛 に は 、 片 頭 痛 、 緊 張 型 頭 痛 、 群 発 頭 痛 お よ び そ の 他 の

三叉 神経 ・ 自律 神経 性頭 痛 が含 まれ る 5 )。 いず れも 機能 性 疾

患 で あ る た め 、 頭 頸 部 外 傷 、 血 管 障 害 、 非 血 管 性 頭 蓋 内 疾 患

お よ び 感 染 症 等 の 器 質 性 疾 患 の 除 外 が 確 定 診 断 に は 必 要 で あ

る 。頭 痛治 療 の主 流は 薬物 療 法で あり 6 , 7 )、そこ で は単 純に 鎮

痛 薬 を 投 与 す る の で は な く 、 要 因 を 同 定 し て 頭 痛 分 類 を 考 慮

する 事が 重 要で ある 5 )。  

S a k a i、 I g a r a s h i の調 査に よ ると 、一 次性 頭 痛は 緊張 型頭 痛

が 2 2 . 3 %と 最 も 多く 、片頭 痛が 8 . 4 %と それ に 続き 、これ は女

性に 多く 見 られ る 8 , 9 )。緊張 型頭 痛の 特徴 と して 、3 0 分～ 7 日

間 持 続 、 両 側 性 、 圧 迫 感 ・ 締 め 付 け 感 ・ 頭 重 感 、 軽 度 ～ 中 等

度の 痛み で ある 、な どが あ げら れる 1 0 )。片 頭 痛 は、前兆 の な

い 片 頭 痛 と 前 兆 の あ る 片 頭 痛 の 二 つ の サ ブ タ イ プ に 分 類 さ れ

る。前 兆の ない 片 頭痛 は頭 痛 発作 を繰 り返 す 疾患 で、4～ 7 2 時

間 持 続 す る 。 主 に 片 側 性 か ら 始 ま り 、 中 等 度 ～ 重 度 の 拍 動 性

の 頭 痛 が 特 徴 的 で 、 日 常 的 な 動 作 に よ り 頭 痛 が 増 悪 し 、 随 伴
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症 状 と し て 悪 心 お よ び 光 過 敏 ・ 音 過 敏 が あ る 。 一 方 、 前 兆 の

ある 片頭 痛 は、典 型的 前兆 と して 視覚 症状（き ら き らし た光・

点 ・ 線 が 見 え る 、 ま た は 視 覚 消 失 ）、 感 覚 症 状 （ チ ク チ ク 感 、

感覚 鈍麻 ）、およ び言 語症 状 を特 徴と する 。前駆 症 状は 徐々 に

進展 し、 1 時 間 以 上持 続す る こと はな いと 定 義さ れ る 1 1 )。世

界保 健機 関（ W H O）の調 査で は、片頭 痛は 健 康寿 命を 短縮 す

る疾 患の 中 で第 1 9 位（ 女性 に 限定 すれ ば第 1 2 位 ）に位 置づ

けら れて いる 1 1 )。  

緊張 型頭 痛 と片 頭痛 とで は、重 篤度 を含 め 症状・病 態が 異

な る た め 治 療 も 異 な る 。 緊 張 型 頭 痛 の 急 性 期 治 療 と し て は 、

非ス テロ イ ド系 炎症 鎮痛 薬（ N S A I D S）を 含む 鎮痛 薬に よる 薬

物療 法が 主 体と なる 5 , 1 0 )。 ほと んど の患 者 は市 販薬 を服 用 す

る こ と で 頭 痛 の コ ン ト ロ ー ル が 可 能 で あ る 。 一 方 、 重 症 片 頭

痛 は 、 強 い 頭 痛 と 嘔 吐 の た め 救 急 外 来 を 受 診 す る こ と も あ る

が 、 症 状 が 重 篤 で あ る た め 病 歴 を 聴 取 す る こ と さ え 困 難 な 場

合 が あ る 。 片 頭 痛 急 性 期 治 療 と し て ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン 、

N S A I D S、 エ ル ゴ タ ミ ン 、 ト リ プ タ ン お よ び 制 吐 薬 が あ る が 、

中で もト リ プタ ンが 頻用 さ れる 1 0 )。さら に 重症 片 頭痛 では 鎮

静麻 酔薬 や 副腎 皮質 ステ ロ イド など が使 用 され る 1 0 )。片 頭 痛

予防 薬と し ては ロメ リジ ン（ C a 拮抗 薬）、バル プ ロ酸（ 抗て ん
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かん 薬）、プロ プ ラノ ロー ル（β 遮 断薬 ）等が 使用 さ れる 1 0 )。  

一方 、上記 の よ うな 一次 性 頭痛 の病 態に 歯 科疾 患が 関連 す

るこ とが 報 告さ れて いる 1 2 - 1 4 )。例え ば 、多く の 一次 性頭 痛 は

顎関 節症 に よっ て増 悪し 1 2 )、顔 面や 歯に ま で疼 痛が 及ぶ た め、

頭 痛 患 者 は 歯 痛 と 顎 関 節 の 痛 み を 主 訴 に 歯 科 を 受 診 す る こ と

とな る 1 3 , 1 4 )。さ らに 、顎関 節 症 は睡 眠時 ブ ラキ シズ ムと 関 連

があ り 1 5 )、睡 眠 時ブ ラキ シ ズム が一 次性 頭 痛の 原因 の 1 つに

なる 可能 性 があ る 1 6 - 1 8 )。日 常的 に 睡 眠時 ブ ラキ シズ ムを 行 う

結 果 と し て 、 歯 の 磨 耗 や 歯 の 移 動 、 お よ び 咀 嚼 筋 の 肥 大 を 引

き起 こす こ とは よく 知ら れ てお り 1 9 )、睡 眠 時ブ ラキ シズ ム と

一 次 性 頭 痛 の 間 に 病 態 的 関 連 が あ る こ と が 推 測 で き る 。 以 上

よ り 、 歯 科 領 域 で 頭 痛 患 者 の 症 状 を コ ン ト ロ ー ル す る に は 睡

眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 診 断 が 重 要 で あ り 、 頭 痛 診 療 に 際 し 医 科

歯 科 連 携 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る が 、 一 次 性 頭 痛 と 睡 眠 時

ブ ラ キ シ ズ ム の 関 連 性 を 検 討 し た 先 行 研 究 の 多 く は 緊 張 型 頭

痛に 関す る もの であ る 1 6 - 1 8 )。  

片 頭 痛 の 発 生 機 序 に は ま だ 不 明 な 点 も 多 い が 、 三 叉 神 経 血

管説 が最 も 有力 であ る 2 0 )。三 叉 神経 血管 説 によ ると 、何ら か

の 刺 激 が 三 叉 神 経 の 軸 索 に 作 用 し 、 神 経 伝 達 物 質 で あ り か つ

血管 作動 性 物質 でも ある サ ブス タン ス  P や ニ ュ ーキ ノロ ン A
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な ど の 神 経 ペ プ チ ド が 神 経 終 末 か ら 放 出 さ れ 、 血 管 拡 張 、 血

漿 タ ン パ ク の 漏 出 、 血 管 浸 透 性 の 亢 進 、 お よ び 肥 満 細 胞 か ら

の ヒス タ ミ ン の 遊 離が 誘 発 さ れ て 神経 原 性 炎 症 が 生じ る 2 1 )。

そ の 結 果 、 嘔 気 、 嘔 吐 お よ び 自 律 神 経 の 活 性 化 が 生 じ 、 そ の

刺 激 が 視 床 を 経 由 し て 大 脳 皮 質 に 至 り 、 痛 み と し て 自 覚 さ れ

る 2 1 )。血 管自 体 に痛 みを 感 じ 、もし くは 拡 張し た血 管が 三 叉

神経 に触 れ るこ とに より 痛 みが 引き 起こ さ れる 2 2 )。スト レ ス

な ど の 心 因 性 の 疲 労 に よ る 自 律 神 経 の 乱 れ や 、 ホ ル モ ン バ ラ

ン ス の 変 化 な ど が 示 唆 さ れ て い る も の の 、 原 因 は 解 明 さ れ て

い な い の が 現 状 で あ る が 、 頭 痛 は 交 感 神 経 の 過 剰 な 刺 激 に よ

って 引き 起 こさ れる との 報 告が ある 2 0 )。交 感神 経の 活性 化 は

生 理 的 ス ト レ ス 応 答 の 主 要 な 構 成 要 素 で あ り 、 交 感 神 経 が 片

頭 痛 の 多 岐 に わ た る 原 因 と 痛 み を 引 き 起 こ す 特 定 の 生 態 系 を

密に 結び 付 けて いる 2 3 )。  

睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム は 、 国 際 睡 眠 関 連 疾 患 分 類 で 睡 眠 関 連

運動 異常 症 に分 類さ れ、「 過 度の 覚醒 活動 に 関連 する 睡眠 中 の

歯 の グ ラ イ ン デ ィ ン グ ま た は ク レ ン チ ン グ を 特 徴 と す る 口 腔

異常 機能 」 と定 義さ れる 2 4 )。 1 9 9 0 年代後 半 から ポリ ソム ノ

グラ フィ ー（ p o l y s o m n o g r a p h y :  P S G）を 用い た 睡眠 生 理学 的研

究 に よ り 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム は ノ ン レ ム 睡 眠 時 に 発 生 す る
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こと が判 明 した 2 5 )。 P S G は脳 波 、眼電 図 、心 電 図 、呼吸 、酸

素 飽 和 度 、 体 動 、 お よ び 筋 電 図 な ど を 記 録 し 、 睡 眠 時 の 生 理

現象 を客 観 的に 評価 でき る 。 P S G を 用い た健 常 者に おけ る 睡

眠時 ブラ キ シズ ムの 研究 は 多数 報告 され て いる 2 6 - 2 9 )。睡 眠 時

ブラ キシ ズ ムの 発生 機序 と して は 、ま ず 4～ 8 分 前に 自律 神 経

活 動 の 変 化 で あ る 交 感 神 経 の 亢 進 （ A u t o n o m i c - C a r d i a c  

A c t i v a t i o n）、副 交 感神 経の 低 下 、脳 波活 動の 亢 進 、お よび 心拍

数 の 増 大 が 起 こ り 、 開 口 筋 の 活 動 の 直 後 に 閉 口 筋 の 活 動 を 主

体 と し た ブ ラ キ シ ズ ム が 起 こ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。

L a v i g n e ら は 、 睡 眠 時 に 生 じ る リ ズ ミ カ ル な 咀 嚼 筋 活 動

（ r h y t h m i c  m a s t i c a t o r y  m u s c l e  a c t i v i t y :  R M M A）の 結 果、 睡眠

時ブ ラキ シ ズム が生 じる と 報告 して いる 2 5 )。ま た 、睡 眠時 ブ

ラ キ シ ズ ム 時 の 咬 合 接 触 様 式 の 解 析 は 先 行 研 究 で 行 わ れ て お

り、 睡眠 時 に上 顎歯 列を 被 覆す る厚 さ 1 0 0μｍ のポ リ塩 化 ビ

ニル 製の シ ート（ ブラ ック ス チェ ッカ ー ®、ロッ キ ーマ ウン テ

ン モ リ タ ） を 装 着 す る こ と で 、 個 人 の 咬 合 接 触 様 式 を 把 握 す

るこ とが 可 能と なっ た , 3 0 - 3 2 )。  

以 上 の 知 見 よ り 、 片 頭 痛 と 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム と の 両 者 の

病 態 に 、 自 律 神 経 、 特 に 交 感 神 経 が 関 与 し て い る こ と が 分 か

る 。 そ こ で 、 当 研 究 室 は 、 片 頭 痛 と 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 解
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析 、 さ ら に ブ ラ キ シ ズ ム 時 の 咬 合 接 触 状 態 を 検 討 す る こ と に

よ り 、 片 頭 痛 に 対 す る 新 し い 予 防 法 や 治 療 法 の 開 発 に 重 要 な

情 報 が 得 ら れ る と 考 え 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム が 重 要 な 片 頭 痛

誘 発 因 子 に な り う る と し て 仮 説 を 立 て た 。 す な わ ち 、 ス ト レ

ス 等 に よ り 交 感 神 経 の 活 性 化 が 起 こ り 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム

が 誘 導 さ れ る と 、 そ れ に よ る 上 下 顎 歯 列 の 接 触 様 式 が 三 叉 神

経終 末（ 無 髄 C 線維 や有 髄 Aδ 線維 ）を 介 して 視床 から 大 脳

皮質 に伝 播 され 、そ の結 果 片頭 痛が 誘発 さ れる と仮 定し た 。  

本 研 究 で は 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム と 片 頭 痛 の 関 わ り を 検 討

す る 一 助 と し て 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 発 現 状 況 の 知 見 を 得

る こ と を 目 的 と し 、 ま ず 前 兆 の な い 片 頭 痛 女 性 患 者 を 対 象 に

ブ ラ ッ ク ス チ ェ ッ カ ー ®を 用 い て 咬 合 接 触 様 式 や 接 触 面 積 の

割合 を評 価 した 。  
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研 究 対 象 お よ び 方 法  

被験 者の 選 定基 準  

研 究 の 同 意 を 得 ら れ た 前 兆 の な い 片 頭 痛 と 診 断 さ れ た 女 性

8 0 人（ 平 均年齢 4 2 . 9 8±9 . 6 歳）を 片頭 痛群 、風 邪 や二 日酔 い

など を含 め 頭痛 の無 い健 康 な女 性 5 2 人（ 平均 年 齢 3 9 . 2 5±9 . 2

歳 ） を コ ン ト ロ ー ル 群 と し た 。 片 頭 痛 群 は 富 士 通 ク リ ニ ッ ク

内 科 頭 痛 外 来 に て 、 コ ン ト ロ ー ル 群 は 神 奈 川 歯 科 大 学 の 職 員

お よ び 学 生 か ら 資 料 を 採 取 し た 。 頭 痛 外 来 を 受 診 す る 片 頭 痛

患 者 は ほ と ん ど が 前 兆 の な い 片 頭 痛 で あ っ た た め 、 本 研 究 で

は前 兆の な い片 頭痛 患者 を 片頭 痛群 とし た。片 頭 痛の 診断 は、

国際 頭痛 分 類第 2 版 に基 づ き、 一 般社 団法 人 日本 頭痛 学会 認

定の 頭痛 専 門医 1 名が 行っ た 5 )。  

片頭 痛患 者 の診 断 基 準を 以 下に 示す 。  

A .  B ~ D を 満 たす 頭痛 発作 が 5 回 以上 ある  

B .  頭 痛 が 4 ~ 7 2 時間 持続 す る（ 未治 療も し くは 治療 が無 効 の

場合 ）  

C .  頭 痛は 以 下の 特長 の少 な くと も 2 項目 を 満た す  

1 .  片側 性   

2 .  拍動 性   

3 .  中等 度 ~重度 の頭 痛   
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4 .  日常 的な 動 作（ 歩行 や階 段 昇 降な どの ）に よ る頭 痛の

増悪 、あ る いは 頭痛 によ る 日常 的な 動作 の 回避  

D .  頭痛 発 作中 に 少な くと も 以下 の一 項目 を 満た す  

1 .  悪心 また は 嘔 吐（ ある い はそ の両 方）  

2 .  光過 敏お よ び 音過 敏   

E .  その 他の 疾 患 によ らな い  

 

な お 、 本 研 究 は 、 神 奈 川 歯 科 大 学 倫 理 委 員 会 に よ る 承 認 を

得た もの で ある （ N o . 1 9 8， 2 0 11 年 1 0 月 3 日 ~ 2 0 1 5 年 1 0 月 1

日）。  

 

資料 採得 手 順  

上 下 顎 歯 列 模 型 お よ び ブ ラ ッ ク ス チ ェ ッ カ ー ®を 用 い て 歯

科 的 臨 床 情 報 を 得 た 。 さ ら に 健 康 状 態 の 情 報 と し て 、 対 面 式

アン ケー ト を用 いて 年齢 、 B o d y  M a s s  I n d e x（ B M I） お よび 体

温 を 調 べ た 。 ま た 、 片 頭 痛 患 者 の 薬 の 服 用 状 況 を カ ル テ で 確

認 し た 。 こ れ ら の デ ー タ を も と に 、 各 患 者 に お け る 睡 眠 時 ブ

ラキ シズ ム 時の 咬合 接触 様 式の 特徴 につ い て解 析し た。  

 

ブラ ック ス チェ ッカ ー ®の 作成 と 実験 方法  
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夜 間 睡 眠 時 の 咬 合 接 触 様 式 を 記 録 す る ブ ラ ッ ク ス チ ェ ッ カ

ー ®は、 生 体使 用 可能 な A c i d  R e d  5 1（ M o r i m o t o  C h e m i c a l  C o .  

L t d ,  To k y o ,  J a p a n）で 表面 を 染め た 1 0 0μｍ 厚 のポ リ塩 化ビ ニ

ルシ ート（ S c h e u - D e n t a l  Te c h n o l o g y,  I s e r l o h n ,  G e r m a n）を 3 0 )、

バイ オス タ ー（ S c h e u - D e n t a l  Te c h n o l o g y,  I s e r l o h n ,  G e r m a n）に

て 2 3 0℃で 1 5 秒 間熱 した 後 、被 験者 の上 顎 模型 にバ キュ ー ム

プ レ ス し 、 歯 肉 の 辺 縁 に 沿 っ て ト リ ミ ン グ し て 製 作 し た 。 製

作さ れた ブ ラッ クス チェ ッ カー ®は 、睡 眠 中に 着用 して も 違 和

感は ほと ん ど 無 く、 口腔 内 の侵 襲が ない 。 被験 者に は 2 枚 ブ

ラッ クス チ ェッ カー ®を 渡 し、１ 枚に つき 2 晩 、合 計 4 晩上 顎

歯 列 に 装 着 す る こ と と し 、 就 寝 前 の シ ー ト 装 着 と 起 床 時 直 後

のシ ート 取 り外 しを 指示 した 3 0 , 3 2 )。睡眠 中 の上 下 の歯 の接 触

によ り 、ブ ラ ック スチ ェッ カ ー ®上 の前 歯舌 面 、およ び臼 歯咬

合面 の 染 料 が剥 離 す るが 、こ れ を 咬合 接触 状 態 の 印記 とし た 。

被験 者か ら 使用 済み のブ ラ ック スチ ェッ カ ー ®を 回収 し 、1 枚

ず つ 上 顎 歯 列 模 型 に 装 着 し た 状 態 で 、 前 歯 部 と 大 臼 歯 部 の 咬

合 面 を 同 一 平 面 と し て 二 次 元 ス キ ャ ナ （ E S - 1 0 0 0 0 G  S e i k o  

E p s o n  C o r p . ,  N a g a n o ,  J a p a n ,  2 , 4 0 0 d p i） に 配置 し、 転写 後に 画

像を 取り 込 んだ 。被 験 者 1 人当 たり 、 2 つ のブ ラッ クス チ ェ

ッカ ー ®の 画像 を 転写 し、作業 側と 非作 業側 の 咬合 接触 様式 を
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そ れ ぞ れ 判 定 し た 。 側 方 運 動 し た 際 は 、 作 業 側 は 上 顎 頬 側 咬

頭頂 、非 作業 側 は上 顎舌 側 咬頭 頂が 接触 す るが（図 1）、本 研

究は 上顎 に ブラ ック スチ ェ ッカ ー ®を装 着 した た め、作 業 側は

上 顎 頬 側 咬 頭 頂 、 一 方 非 作 業 側 は 上 顎 第 一 大 臼 歯 お よ び 第 二

大臼 歯の 舌 側頬 側咬 頭頂 の 接触 部位 を確 認 した（図 2）。作 業

側の 接触 部 位 は 4 分類 し、中切 歯 から 犬歯 部を I n c i s o r - c a n i n e  

g r i n d i n g（ I C）、中 切歯 から 小 臼歯 部を I n c i s o r - c a n i n e - p r e m o l a r  

g r i n d i n g （ I C P ）、 中 切 歯 か ら 大 臼 歯 部 を I n c i s o r - c a n i n e -

p r e m o l a r - m o l a r  g r i n d i n g（ I C P M） とし 3 0 - 3 2 )、こ れ らに 分類 さ

れな い O v e r b i t e（ O B）（ -）、O v e r j e t（ O J）（ -）、O B（ -）かつ O J

（ -）を 呈す る も のは M o l a r と し た（図 3）。非 作 業側 は 3 分 類

し 、 第 一 お よ び 第 二 大 臼 歯 に 全 く 接 触 が な い も の は N o -

c o n t a c t 、 第 一 お よ び 第 二 大 臼 歯 に 点 接 触 が あ る も の は  

M e d i o t r u s i v e  c o n t a c t（ M C）、第 一 お よび 第二 大 臼歯 に 面 接触 が

ある もの は M e d i o t r u s i v e  g r i n d i n g（ M G）と した（図 4）3 0 , 3 2 )。

咬合 接触 面 積の 割合 は I m a g e  J（ V. 1 . 4 8  N a t i o n a l  I n s t i t u t e s  o f  

H e a l t h ,  B e t h e s d a ,  M D） に より 分析 した 。 咬 合 接触 を認 めた 各

歯 の 咬 合 面 の 面 積 に 対 す る 接 触 面 の 面 積 の 割 合 （ ％ ） を 算 出

した 。 2 枚の ブラ ック スチ ェ ッカ ー ®の咬 合 接触 面 積の 割合 の

平均 を算 出 し解 析し た。  
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本 研 究 で は 、 前 歯 部 、 小 臼 歯 部 お よ び 大 臼 歯 部 と し て 分 類

の 出 来 な い 多 数 歯 欠 損 の 場 合 や 、 可 撤 式 義 歯 を 使 用 し て い る

場 合 は 、 睡 眠 時 の 咬 合 接 触 が 正 確 に 解 析 す る こ と が で き な い

ため 片頭 痛 群と コン トロ ー ル群 の両 群か ら 除外 した。さ らに 、

顎 関 節 症 の 既 往 は 片 頭 痛 の 誘 発 お よ び 増 悪 因 子 の 解 析 が 複 雑

化 す る た め 、 一 般 社 団 法 人 日 本 顎 関 節 学 会 の 顎 関 節 症 の 診 断

基準 3 3 )を 参 考に 、顎 関 節や 咀嚼 筋等 の 疼 痛 を伴 う、ま たは 開

口 障 害 な い し 顎 運 動 異 常 な ど の 急 性 症 状 を 伴 う 顎 関 節 症 を 有

する 患者 も 除外 した 。  

 

統計 方法  

片頭 痛群 と コン トロ ール 群 間の 、患者 の年 齢 、B M I、体 温お

よ び 歯 種 別 の 面 積 の 割 合 の 差 に つ い て 、 マ ン ・ ホ イ ッ ト ニ ー

の Ｕ 検 定 を 行 っ た 。 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 咬 合 接 触 様 式 に つ

い て は 、 片 頭 痛 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 そ れ ぞ れ を 作 業 側 と 非 作

業側 の 咬合 様 式 ごと に 分類 し 、 F i s h e r の 正確 確 率 検定 を 行っ

た。片 頭 痛群 に おけ る薬 剤（ ト リプ タン 製 剤、 N S A I D S、アセ

ト ア ミ ノ フ ェ ン ） の 使 用 、 お よ び 薬 剤 の 重 複 服 用 状 況 と 睡 眠

時 ブ ラ キ シ ズ ム の 咬 合 接 触 の 関 係 に つ い て も 、 作 業 側 、 非 作

業側 とも に F i s h e r の正 確 確率 検 定 を行 った 。 P 値 が 0 . 0 5 未満
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の場 合を 統 計学 的に 有意 と みな した 。  

全 て の 統 計 解 析 は 、 S t a t c e l  3 r d  e d . （ O M S  p u b l i s h i n g  

I n c . , S a i t a m a ,  J a p a n ）、 G r a p h P a d  P r i s m （ v e r. 5 . 0 4 ,  G r a p h P a d  

S o f t w a r e ,  I n c .  S a n  D i e g o ,  C A）お よ び j s - S TA R  2 0 1 2（ v e r.  2 . 0 . 6 j ,  

h t t p : / / w w w. k i s n e t . o r . j p / n a p p a / s o f t w a r e / s t a r /  w e b s i t e） を用 いて

行わ れた 。  
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結 果  

年齢、 B M I、お よ び 体 温に つ いて は 、二 群 間に 統 計的 な有 意

差を 認め な かっ た（ 表 1）。  

表 2 と表 3 に、 片頭 痛群 と コン トロ ール 群 にお ける 睡眠 時

ブラ キシ ズ ムの 咬合 接触 様 式 の 分布 を示 し た。 作業 側 で は 、

咬合 接触 様 式と 片頭 痛 の 有 無と の関 係に 有 意差 が認 めら れ た

（ P <  0 . 0 0 1）（表 2）。 詳細 に 分布 をみ ると 、 作業 側に おい て

片頭 痛群 （ 8 0 症 例） では I C P M の症 例の 割 合が 全体 の

6 8 . 7 5 %と最 も 多 く、 コン ト ロー ル群 （ 5 2 症例 ） では I C P が

全体 の 4 0 . 3 8 %と 高値 を示 し た。 一方 、非 作 業側 では 有意 な

差は 認め ら れず 、 2 群 とも に M G が片 頭痛 群 の 8 0 . 0 0 %、コ ン

トロ ール 群 の 7 6 . 9 2 %と高 値 であ っ た （ 表 3）。  

咬 合 接 触 し た 面 積 の 割 合 を 歯 種 別 に 計 測 し 部 位 別 で 比 較 し

た 。 咬 合 面 全 体 の 面 積 に お け る 咬 合 接 触 し た 面 積 を 把 握 す る

た め 、 作 業 側 と 非 作 業 側 は 区 別 せ ず 解 析 し た 。 片 頭 痛 群 と コ

ント ロー ル 群は 、それ ぞれ 左 右両 側と もに 前 歯部 、小臼 歯部 、

大 臼 歯 部 の 順 で 咬 合 接 触 面 積 の 割 合 は 大 き く な っ た （ 表 4）。

さ ら に こ れ ら の 部 位 の 咬 合 接 触 面 積 の 割 合 を 、 片 頭 痛 群 と コ

ン ト ロ ー ル 群 間 で 比 較 し た と こ ろ 、 全 て の 部 位 に お い て 左 右

両 側 と も に 、 片 頭 痛 群 の 方 が コ ン ト ロ ー ル 群 よ り 有 意 に 大 き
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かっ た （ P < 0 . 0 0 1）（表 4）。  

 さ らに 、 片頭 痛と 睡眠 時 ブラ キシ ズム と の解 析結 果に 対 す

る薬 物自 体 の影 響を 検討 す るた め、 単一 薬 剤（ トリ プタ ン 製

剤、 N S A I D s およ びア セト ア ミノ フェ ン） の 使用 と、 これ ら

の薬 剤を 重 複服 用し てい る 群に つい て睡 眠 時ブ ラキ シズ ム と

の関 係に つ いて 分析 した 結 果、 分布 に有 意 差は 認め られ な か

った （ P >  0 . 0 5）（表 5 - 8）。  
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考 察  

片 頭 痛 群 で は 前 歯 部 か ら 大 臼 歯 部 で 睡 眠 時 の 咬 合 接 触 が 観

察さ れ（表 2）、特に 大臼 歯 部の 咬合 接触 面 積の 割合 がコ ン ト

ロ ー ル 群 に 比 べ 有 意 に 大 き い こ と か ら 、 大 臼 歯 の 接 触 状 態 が

片 頭 痛 群 と コ ン ト ロ ー ル 群 と の 重 要 な 差 で あ る と 考 え る （ 表

4）。 先 行 研 究 で は 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム を 持 つ 大 人 は 緊 張 型

頭 痛 や 片 頭 痛 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い と の 報 告 が あ る 1 8 )。

ま た 小 児 に お い て 、 片 頭 痛 の 罹 患 と 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 間

に有 意な 関 連性 が示 され て いる 3 4 )。こ の 先行 研 究 の結 果は 本

研 究 結 果 と 一 致 す る も の で あ る が 、 本 研 究 の よ う に 睡 眠 時 ブ

ラ キ シ ズ ム の 罹 患 部 位 や 面 積 を 詳 細 に 検 討 し た 報 告 は な く 、

片 頭 痛 患 者 に 関 し て 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 咬 合 接 触 様 式 お よ

び 接 触 面 積 （ ％ ） に 関 し て 検 討 し た 報 告 は 本 報 が 初 め て で あ

る。  

片 頭 痛 群 と 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム と の 間 に は 有 意 な 関 連 が あ

る こ と が 示 唆 さ れ た が 、 ど ち ら の 発 生 機 序 も 自 律 神 経 、 特 に

交 感 神 経 が 大 き く 関 わ っ て い る 。 薬 理 学 的 に は 片 頭 痛 の 予 防

と し て β 遮 断 薬 で あ る プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル が 用 い ら れ る 。 片 頭

痛 に お け る プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル の エ ビ デ ン ス の 質 は 、 複 数 の ラ

ン ダ ム 化 比 較 試 験 に よ り 一 致 し た 結 果 が 得 ら れ て お り 、 米 国
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頭 痛 コ ン ソ ー シ ア ム の ガ イ ド ラ イ ン で も 使 用 が 推 奨 さ れ て い

る 1 1 , 3 5 )。β遮 断 薬は 、主 に高 血 圧、冠動 脈疾 患 およ び頻 拍 性

不 整 脈 治 療 薬 と し て 使 用 さ れ 、 片 頭 痛 に お け る β 遮 断 薬 の 薬

理 学 的 根 拠 は い ま だ 明 確 で な い 点 が 多 い が 、 交 感 神 経 を 抑 制

す る こ と で 、 片 頭 痛 予 防 が 可 能 と 考 え ら れ る 。 三 叉 神 経 血 管

説 に よ る と 、 自 律 神 経 の 活 性 化 の 結 果 、 刺 激 が 大 脳 皮 質 に 至

り 痛 み と し て 自 覚 さ れ る 2 1 )。 し た が っ て 、 本 研 究 の 結 果 は 、

睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム を 介 す る 自 律 神 経 の 機 能 を よ り よ く 理 解

す る こ と が 、 片 頭 痛 の 新 し い 予 防 法 や 治 療 法 に 結 び 付 く こ と

を示 唆し て いる 。  

片 頭 痛 群 は コ ン ト ロ ー ル 群 に 比 べ 、 全 て の 咬 合 接 触 部 位 で

有 意 に 咬 合 接 触 面 積 が 大 き か っ た こ と は 、 睡 眠 時 に 下 顎 が 側

方 運 動 す る こ と に よ る グ ラ イ ン デ ィ ン グ の 影 響 に よ る と 考 え

ら れ る 。 ま た 、 睡 眠 時 に お け る 咬 合 接 触 の 刺 激 が ト リ ガ ー と

な り 、 特 に 口 腔 領 域 の 三 叉 神 経 第 三 枝 （ 下 顎 神 経 ） を 介 し た

三 叉 神 経 血 管 説 に よ っ て 片 頭 痛 を 誘 発 さ せ る 因 子 の 一 つ に な

り う る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 片 頭 痛 群 は 、 睡 眠 時 に 全 て の

歯 を 用 い て 側 方 運 動 、 す な わ ち グ ラ イ ン デ ィ ン グ 運 動 を し て

い る こ と が 示 唆 さ れ た こ と か ら 、 片 頭 痛 群 は 犬 歯 誘 導 で は な

く 、 グ ル ー プ フ ァ ン ク シ ョ ン を 行 っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ
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る 。 以 上 よ り 、 歯 科 領 域 に お け る 矯 正 治 療 や 補 綴 治 療 が 片 頭

痛治 療の 一 助と なる 可能 性 が示 唆さ れた 。  

本 研 究 は 片 頭 痛 に お け る 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 関 与 に 関 す

る 新 し い 知 見 を 示 し た が 、 今 後 以 下 の 点 を 検 討 す る 必 要 が あ

る と 考 え る 。 ま ず 、 本 研 究 で は 睡 眠 時 の 咬 合 接 触 の み を 検 討

し た た め 、 片 頭 痛 群 の 覚 醒 時 で の 咬 合 接 触 様 式 に よ る ガ イ ダ

ン ス に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。 次 に 、 一 般 的 に 用 い ら

れ る 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 臨 床 評 価 の 一 つ と し て 異 常 な 歯 の

摩耗 とい う 指標 があ る が 2 4 )、本 研究 では 、片頭 痛群 はコ ン ト

ロ ー ル 群 に 比 べ 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム 時 の 咬 合 面 の 咬 合 接 触

の 面 積 が 有 意 に 大 き い こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら 、 咬 合

部 位 に お い て 咬 頭 の 摩 耗 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ る た め 、 咬 合 面

形 態 に つ い て の 検 討 が 必 要 で あ る 。 最 後 に 、 本 研 究 で 採 取 し

た 上 下 顎 歯 列 模 型 を も と に 、 個 々 の 歯 の 咬 頭 傾 斜 角 や 咬 合 平

面 等 を 計 測 し 、 片 頭 痛 群 の 歯 列 の 特 徴 に つ い て 検 討 す る こ と

も有 用で あ ると 考え る 。  

本研 究の 問 題点 であ るが 、ブ ラ ッ クス チェ ッ カー ®によ り睡

眠 時 の 咬 合 接 触 を 視 覚 化 す る こ と で 、 上 下 の 歯 が 接 触 し て い

る 部 位 や 領 域 の 解 析 は 可 能 で あ っ た が 、 ブ ラ キ シ ズ ム の タ ッ

ピ ン グ 、 グ ラ イ ン デ ィ ン グ 、 ク レ ン チ ン グ と い っ た 種 類 を 明
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ら か に す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 し た が っ て 、 ブ ラ キ シ ズ ム

の 質 を よ り 把 握 す る た め に 、 ど の よ う な タ イ プ の ブ ラ キ シ ズ

ム で あ る か を 判 定 す る 手 法 の 開 発 が 今 後 必 要 と な る と 考 え る 。 

 

結 論  

本 研 究 で は 、 女 性 片 頭 痛 患 者 の 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 特 徴

を 知 る こ と を 目 的 と し た 。 こ れ は 、 片 頭 痛 と 睡 眠 時 ブ ラ キ シ

ズ ム に は 自 律 神 経 、 特 に 交 感 神 経 が 関 係 し て い る と い う 共 通

の 病 態 を ふ ま え 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム が 片 頭 痛 の 誘 発 因 子 に

な る と の 推 測 に 基 づ く も の で あ る 。 検 討 の 結 果 、 片 頭 痛 患 者

群 で は 、 コ ン ト ロ ー ル 群 に 比 べ 、 睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム 時 の 咬

合 接 触 が 有 意 に 広 範 囲 で あ り 、 特 に 大 臼 歯 部 の 咬 合 接 触 面 積

が 大 き い こ と が 示 さ れ た 。 本 研 究 の 結 果 は 、 歯 科 領 域 か ら 新

し い 片 頭 痛 の 予 防 法 や 治 療 法 に 貢 献 す る 可 能 性 を 示 す も の で

あり 、更 な る詳 細な 研究 の 遂行 が必 要で あ ると 考え る。   
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付 図 表 説 明  

表 1 .  片頭 痛 群と コン トロ ー ル群 にお ける 基 礎調 査結 果  

マン・ホ イッ ト ニー の U 検 定 を 用い 片頭 痛 群と コン トロ ー ル

群を 比較 し た。  

表 2 .  睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 作 業 側 に お け る 咬 合 接 触 様 式 の

分布  

フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 片 頭 痛 群 と コ ン ト ロ ー ル 群

の作 業側 の 咬合 接触 様式 を 比較 した 。  

表 3 .  睡 眠 時 ブ ラ キ シ ズ ム の 非 作 業 側 に お け る 咬 合 接 触 様 式

の分 布  

フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 片 頭 痛 群 と コ ン ト ロ ー ル 群

の作 業側 の 咬合 接触 様式 を 比較 した 。  

表 4 .  咬合 接 触面 積の 割合  

マン・ホ イッ ト ニー の U 検 定 を 用い 片頭 痛 群と コン トロ ー ル

群の 咬合 接 触面 積の 割合 を 比較 した 。  

表 5 .  各 薬 剤 の 服 用 の 有 無 と 作 業 側 に お け る 咬 合 接 触 様 式 の

分布  

フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 片 頭 痛 群 の 薬 剤 の 服 用 の 有

無と 作業 側 にお ける 咬合 接 触の 分布 の有 無 を比 較し た。  

表 6 .  薬剤 の 服用 数（ 重複 ） と作 業側 の咬 合 接触 の分 布  
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フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 薬 剤 の 服 用 数 と 作 業 側 の 咬

合接 触の 分 布の 有無 を比 較 した 。  

表 7 .  各 薬 剤 の 服 用 の 有 無 と 非 作 業 側 に お け る 咬 合 接 触 様 式

の分 布  

フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 片 頭 痛 群 の 薬 剤 の 服 用 の 有

無と 非作 業 側に おけ る咬 合 接触 の分 布の 有 無を 比較 した 。  

表 8 .  薬剤 の 服用 数（ 重複 ）と非 作 業側 の咬 合 接触 様式 の分 布  

フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 を 用 い 薬 剤 の 服 用 数 と 作 業 側 の 咬

合接 触の 分 布の 有無 を比 較 した 。  

図 1． 側方 運 動時 の上 下顎 歯 列の 接触 部位  

下顎 側方 運 動時 に接 触す る 部位 を示 した 。  

図 2． 睡眠 時 ブラ キシ ズム 時 の咬 合接 触に よ る評 価  

作 業 側 の 機 能 咬 頭 で あ る 頬 側 咬 頭 頂 と 、 非 作 業 側 の 機 能 咬 頭

であ る第 一 およ び第 二大 臼 歯の 舌側 咬頭 頂 を示 した 。  

図 3 .  作業 側 にお ける 咬合 接 触様 式の 分類  

（ A） i n c i s o r - c a n a i n e  a r e a s  a r e  g r o u n d  ( I C )、（ B） i n c i s o r - c a n i n e -

p r e m o l a r  a r e a s  a r e  g r o u n d  ( I C P )、（ C） i n c i s o r - p r e m o l a r - m o l a r  

a r e a s  a r e  g r o u n d  ( I C P M )、（ D） O t h e r  

図 4 .  非作 業 側に おけ る咬 合 接触 様式 の分 類  

（ A）N o - c o n t a c t :  n o  c o n t a c t  o n  t h e  f i r s t  a n d  s e c o n d  m o l a r s、（ B）
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M e d i o t r u s i v e  c o n t a c t  ( M C ) :  c o n t a c t  o n  t h e  f i r s t  a n d  s e c o n d  

m o l a r s、（ C） M e d i o t r u s i v e  g r i n d i n g  ( M G ) :  g r i n d i n g  o n  t h e  f i r s t  

a n d  s e c o n d  m o l a r s  m o r e  t h a n  m i n i m a l  c o n t a c t  a r e a  
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